
| 共通組み立て説明書 目
A 注意

お買い上げのお客様へ必ずお読みください。
-本商品の対象年齢1<1:15才以上です.対象年齢未満の怠子織に1<1:絶対に与えないでください.
・小さな郡晶があります。ロの中には絶対に入れないでくだ古い。直息の危険があります。
・観飲の危障がありますので、3才来満のお子撮にl孟絶対に与えないでくだ古い。
・ベースメーカーをと使用の方l阜、マグネットカブラー(連結器)を身体に近づけ芯いよう
ご注意ください。

・マグネットカブラー(連結:mの飾品)は磁石を使!IIしていますので、テレビ・時計・パソコンなどに
近づけないでください.磁気で慣能異常が起こる場合があります。

〈組み立てる時の注意〉
-取り付け部を無理芯方向に曲げたり引っ強ったりし砿いでください。
.部品はプラスチyヲ用ニッパーなどできれいに切り取りましょ弘切D取った後のゆズま捨ててください。
・部品の申には、やむをえ字、とがった部分がありますので、気をつけて組み立ててください。
.ステッカーは、必1jfな鼠分を切り緩いて陥ってください.

・歯車品の加工の際の刃物、工具怠どのと使用にあたっては、それぞれの取恕い鋭明・をよく
跳んで正しく使用してください.

.Nゲージ鉄道慎型のパーツなどのご使用にあたっては、それぞれの取銀い脱明・をよく
院んで正しく使用してください.

{お買い上Tのお客織へ}不都合な点がございましたら、下記までお問い合わせください。

《電話受付先》 パンダイお客椴相談センター

干初剖11 柏市・四割1-22 ナビダイヤル 0570-041 ・101
・受付時間 10時-17時 {祝日、 夏事白書事体量目聖書量( l

PHS、 P・E・-をご利用田方は04-7146-0371 にお1J'I1くだ古い.

《商品・修理晶送付先》 パンダイ 編木修理・配送センター
干321-0298 積木県下都賀郡壬生町おもちゃのまちら4-67
.曽曜時間 10時-17聞 〈士、 8 . 祝日、 E事・害事悼鎌田を幡<l 電信書号は古書棚相膜センター共通

$床板前後の穴'0'と、左右2箇所
の爪+で、車体と国定します.

$床板(シャーヤ)部分を外して.動力ユニットに交換・装着してください.
*スノープロウは着脱可能です.(カブラーポケットの溝に.爪をしっかりと働けてください。)

ホ EF2∞， EF21 0, 0053などでは、車体長が轟いためカブラーの首.りが充分にできません。
量遭遺伝や、纏小カーブ， Sカーブ上では、連舗が不安定な椙合がありますのでご注意ください.

②電車・気動車忍び路面電車への動力ユニットの取り付lオ
・reトレインショーティー事凋・動力ユ=ット回・電車・気動車用』
もしくは『間働力ユエツト図・路面電車用』を使用します。

+ーィ一司直四，---!-，_ r;左右4箇所の爪打、車体
と固定します。
本ゆるい場合には、両面子ーブ
などで固定してください.

出イラストli:r動力ユニット包・電車・量動車用』です.r動力ユニット図・路面電車用jに1;1:前世田カブラーまありません.
$床板(シャーシ)部分を外して、 動力ユニットに交換・装着してください.
$台車側面に、台車レリーフを取り付けてください。
(追加ウヱイトl弘走行技混に応じて慣用してください.車内の空きスペースに.両面テープなどで固定します.l

③トレーラー(動力の無い車両)への台車の取り付け
.reトレインショーティー専用・走行台車日』を使用します。
$台車部分を外して{床娠は付けたまま)、走行台車をセン9ーピン穴に装着してください。
取り付けがゆるい場合には、走行台車の取り付けピンを広げて調聾してください。
車台車側面に、台車レリーフを取り付けてください。
ホ旧ヲイプ床桓では、台車の回転止めピンがあります。 また、初代床娠ではカブラ一台座
と車鎗止め用ピンがありますので、 走行台車と当たる部分は切り取って使用してください。

本台車に取り付けた『台車レリーフ」が走行中に落下しないように、取り付けがゆるい鳩合
にIま織着剤などを使用して固定してください。

機スカートのある先頭車に、動力ユヱットや走行台車を取り付ける鳩合は、スカートを取り
外すか、または台車のカブラー旬分を切り取ってから豊富着してください。
ホ車両隣組など車体調に拘パーのある車両では、台車レリーフを取引寸けで曹ません.

|ド日叫叩山………s割叩…一H悶Uル……G肋ル……ルル一……-叫叩一ム日叩で叩は ……る取り例付寸引Iilの「ビンなし」を使用します. (または.ピンを切り取つて〈ださいIII 宮偲蕊F科弘~、侭噌霞訟1'1

*先頭車でス力一卜と夕ミ-力プラ一を付ける嶋合では.プロツfヲ〉パ一ツ1は孟 隠宮副「 司逗砂:r.I
「ピンあり」を使用して.走行台車のカブラー部分を切り取ってください. ピいあり ピンなI!I

( EF64形電気機関車用シャーシの組立て )

Bωーシの組立〉
*車繍押さえlこ、車椅をセットして床板を
合わせます。カブラーポケット部は、
パチンと怒るまでしっかり抑し
込んでください。
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.Nゲージ用の線路、コントローラーなどは、 >>11途ご用意ください。
救線路、コントローラーは.各社のNゲージ規格の製品が共通に使用できます.
*Nゲージにおける使用方法l立、各社・Nゲージの取り扱い説明書をご覧ください。

・走行象件によって、牽引できる車両の数lま変わります。
$動力ユニット1 台で、通常は4両程度を牽ヲ I (自草含む)することができます.
(勾配区間や急カーブのある線形では、 牽引できる両数が制限されます.)

.KATO製の動力ユニットを使用することもできます。
①機関車用・動力ユニット(スカートは取り外してください) 長EF64o. OF50, 0053など、

|品番11-1閃 |ポケットライン用動力ユニット 11 の低い車両に装着できません。

このほか、割りピン取り付け方式の、各社
台車を取り付けることができます.

-パンタグラフの交換
$お好みのNゲージ用パンヲグラフを別途お買い求めの上、交換してください。

KATO・ 11-401 PS14:直車パンMラ7 Ijリーン"':I~~:80-2 :PS13自動じWラ7
KATO:11-403 PS22 :置車・下枠吏量Eパン'J1jラ7 ヲリーンマッヲス:80・3 :PT42・置車パン''J1jラ7
以.10: 1 1-404， 11 -420 PS16自動じNラフ ヲリーンマッヲ2・80-5・PT43 :.遣パン''JIjラ7

除 11 -420は、庫銀穴が4・白血担に対臨します.| ヲロ2ポイント:PT71C :シンヲルアーム・パンーヲラ7

このほか、取り付けピンが縦2本方式の、各社・パン昔ゲラフを取り付けることができます.

$各種の交自民パーツは、メーカー，形式によって取り付けが掴い(値い)相官もありますので、それ
ぞれ掴盤のうえ取り付けてください。 またパーツによっては加工が必要なものもあります.

本動力ユヱツトの量産着には、車視によっては車体備の一部(ガラス，スカートなど)や、 勘カユニット
の床板などを切り取る等の加工が必要な場合があります。



( 0051形ディーゼル絡関車用車体の組立て)

*取り付け部が閤い場合があります。その場合にはドライバーの
先芯どを利用して、しっかりと取り付けてください。

*取説に記織されている車両は、バリエーション内の一部です。
前面パーツ、屋根パーツ芯どは、車種・塗装によってセットされて
いるパーツが異なります。また、生産の都合上余剰パーツが含
まれている場合がありますので、予めご了承ください。

①左右のプ.ロックパーツを合わせます。

$凸部分あり
(側面右と形状が適合します)

②左右の側面を取り付けます。

③前面窓とボンネット上部を組み合わせます。

| *前低2組を組み立てます。 |

④先に前面窓を取り付けてから、屋根とシャーシを取り付けます。

建参

早 F円
A寒地

{旋回窓)
B寒地・一般

(通常ワイパー)

791号織 1037号機

⑤ボンネット前面とフロント手すりを取り付けます。

品隣国
通常タイプ ヘッドマーク付き

フロント手すり

重連形・前期(扇風機なし)

791号機

1~ 
重連形・後期

無織アンテナ装備

1037号機

*0051 は動力ユニットには対応していません。
Nゲージ化する場合は、走行台車Tを使用してください。
(編成後部の車積に動力ユニットを入れてください。)



( ステッカーの貼付け位置 )協議官三忠誠、B25話器部品撚寂お.\.
(刃物のお取り級いI~I孟.充分にと注置ください. lê!IIの無いものはお好みの位置にお貼りくだ古い。)

EF64 *反対側前面と側面も同織に車体香号ステッカーを結ります。

車体番号

E: 6435 

DD51 *反対側前面と側面も同様に車体番号ステッカーを鮎ります。

車体番号

0001 9 

車体番号

00 1791 



( EF64形電気機関車用車体の組立て )

①左右のブロックを合わせます。

②屋根を取り付けます。
(パンタ付きの車両はパンタグラフを取り付けます。 )

③左右の側面を取り付けます。

①前面を取り付けます。
(スカ-1-1寸きの車両は、先にスカートを前面に取り付けます。)

⑤シャーシのツメに合わせて車体をかぶせて完成です。

*取り付け部が固い場合があります。その場合にはドライバーの
先芯どを利用して、しっかりと取り付けてください。

*取説に記載されている車両は、バリエーシヨン内の一部です。
前面パーツ、屋根パーツ芯ど|手、車種塗装によってセットされて
いるパーツが異芯ります。また、生産の都合上余剰パーツが含
まれている場合がありますので、予めと了承ください。

| 屯申叩叩…F問剛吋…6倒町4何で
ため、.KATO製曜のNゲ一ジ化用.動力ユニツ卜[trflli!lチビ凸周iII
を装渚するζと白が‘できません。 I
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EF6435 
(遊君器・前後)

( EF64・前面の形状について )

EF6466 
(通風口なし)
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~*へツドマーヲ台座の装着巾日
や後着膏lなどを使って‘車体正面に固定
してください.

EF6466 
(通風口忽し)

字ヘッドマーヴ， 車体番号のシーJレは、
古紙から切り掻いて貼ってください.
(刃物のお取り甑いにはご注意ください。)

ff湖

包〈シャーシの完成〉
*出来上がった台車の5箇所のツメを床板に通します。

*台車レリーフを取り付けます。

( 0051形ディーゼル機関車用シャーシの組立て )

目〈台車の組立〉
*台車枠と台車枠を合わせて、車輸を取り付けます。

本前・後、 2組の台車を、

それぞれ組み立てます。



車体番号

0・ ~I , 1)0': -'1 

511 511 ⑩剖
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